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保
険
証
が
8
月
１
日
（
土
）
か
ら
 

新
し
く
な
り
ま
す
 

保
険
料
 

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
を
 

選
択
で
き
ま
す
 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
 

減
額
認
定
証
」
の
送
付
 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
 

療
養
費
制
度
が
始
ま
り
ま
す
 

平
成
２１
年
度
の
 

支
給
要
件
・
支
給
額
 

～このように負担が軽減されます～ 

これまでは… 
　例えば、１年間で、長寿医療保険25万円、介
護保険25万円、年間の負担額が50万円の場合 
 
これからは… 
　年間50万円を支払った後、支給の申請をする
と、基準額：31万円（世帯員全員が市民税非課
税の場合）を超えた金額（19万円）が支給され、
年間の負担額が31万円になります 

（１）の額 （２）の額 

89万円 67万円 

75万円 56万円 

41万円 31万円 

25万円 

①　被保険者証の負担割合が「3割」 
　　となっているかた 

②　①・③・④以外のかた 

③　世帯員全員が市民税非課税のかた 

④　③のうち、世帯員全員の所得が 
　　一定基準以下（年金収入80万円 
　　以下など）のかた 

19万円 

（注）「上記の金額＋500円」が基準額となり、自己負担がその額
を超える場合に、「自己負担－上記の額」を支給することにな
ります 

市
民
課（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

問 

平成20年度 
（平成19年中の所得で計算） 

平成21年度 
（平成20年中の所得で計算） 

均等割額 （世帯ごとに計算） 

所得割額 （個人ごとに計算） 

保険料の計算のもととなる所得金額
が58万円以下（年金収入のみのか
たで、年額211万円以下）のかた 
5割軽減 

平成20年度と同様に5割軽減
されます 

被用者保険の被扶養者だったかたの保険料額 

年額　2,100円 
平成20年4月～9月　　凍結 
　10月～平成21年3月 
　　　　　　　　　  9割軽減 

8.5割軽減されているかた 
年額　6,300円 

年額　4,300円（9割軽減） 
　世帯内の被保険者全員が年金
収入80万円以下（他の所得が
ない）の場合に限ります。 

5割軽減されているかた 
年額　21,850円 

2割軽減されているかた 
年額　34,960円 

軽減の対象ではないかた 
年額　43,700円 

年額　6,500円（8.5割軽減） 

年額　21,850円（5割軽減） 

年額　34,960円（2割軽減） 

年額　43,700円 

年額4,300円（9割軽減） 
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現
在
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
は
、
7
月
３１
日
（
金
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
7
月
中
旬
か
ら
福
井
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
。

8
月
１
日
（
土
）
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
、
お
名
前
や
負
担
割
合

を
見
や
す
く
す
る
た
め
、
大
き
さ
が
2
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
2
つ
折
り
に
す
る
と
今
ま

で
と
同
じ
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

※
8
月
１
日
か
ら
の
負
担
割
合
は
、
前
年
の

所
得
で
判
定
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
負
担

割
合
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

現
在
、
適
用
を
受
け
ら
れ
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
、
7
月
３１
日
（
金
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

平
成
２１
年
度
も
引
き
続
き
適
用
を
受
け
ら
れ

る
か
た
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
認
定
証
を
郵

送
し
ま
す
。
8
月
１
日
（
土
）
か
ら
は
新
し

い
認
定
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。（
新

た
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）

※
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
は
、
長
寿
医
療
制
度
の
被

保
険
者
の
か
た
が
、
市
・
県
民
税
の

非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
す
と
、
入

院
さ
れ
た
と
き
の
食
事
代
な
ど
の
負

担
が
減
額
さ
れ
る
も
の
で
す
。
詳
し

く
は
、
市
民
課
　
高
齢
者
医
療
グ
ル

ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

世
帯
内
の
長
寿
医
療
制
度
の
加
入
者
の
か

た
全
員
が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
長
寿
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
支
給
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
以
降
の
広
報

か
つ
や
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

毎
年
8
月
か
ら
そ
の
翌
年
7
月
末
ま
で
の

長
寿
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
を

も
と
に
支
給
額
を
計
算
し
ま
す
が
、
平
成
２０

年
4
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
た
め
、
平
成
２１
年

度
は
、
次
の
よ
う
に
支
給
額
を
計
算
し
ま
す
。

（１）

世
帯
内
の
長
寿
医
療
制
度
の
加
入
者
の

か
た
全
員
が
、
平
成
２０
年
4
月
か
ら
平
成

２１
年
7
月
末
ま
で
に
支
払
っ
た
長
寿
医
療

保
険
・
介
護
保
険
の
自
己
負
担
が
次
の
基

準
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額

を
支
給
し
ま
す
。

（２）

平
成
２０
年
8
月
か
ら
平
成
２１
年
7
月
末

ま
で
の
自
己
負
担
が
、
次
の
額
を
超
え
る

場
合
に
は
、
そ
の
超
え
た
額
と
、
（１）
に
よ

り
計
算
し
た
支
給
額
と
を
比
べ
、
大
き
い

額
を
支
給
し
ま
す
。

平
成
２１
年
度
の
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
左

図
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

平
成
２１
年
度
の
正
式
な
保
険
料
額
は
、
7

月
以
降
に
決
定
し
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
7
月
中
旬
に
送
付
予

定
）

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
お
支
払
い
方

法
に
つ
い
て
、「
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
」

に
な
っ
て
い
る
か
た
は
、「
口
座
振
替
」
へ

の
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
お
手
続
き
い
た
だ
く
と
、
１０
月
か

ら
年
金
天
引
き
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。１０

月
か
ら
年
金
天
引
き
と
な
る
か
ど
う
か

は
、
7
月
中
旬
に
送
付
予
定
の
「
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
を
中
止
す
る
に

は
7
月
３１
日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

※
１０
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
の
お
知
ら
せ

が
、
7
月
に
届
く
前
で
も
、
中
止
の
申
し

込
み
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

※
な
お
、
期
日
を
過
ぎ
て
お
申
し
込
み
を
さ

れ
た
場
合
、
１２
月
以
降
の
年
金
か
ら
天
引

き
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い

申
込
場
所
▼
市
民
課

高
齢
者
医
療
グ
ル
ー
プ

申
込
に
必
要
な
も
の
▼

振
替
口
座
の
預
金
通
帳

通
帳
の
お
届
け
印

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
証

※
年
金
天
引
き
を
す
で
に
中
止
し
て
口
座
振

替
を
選
択
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
再
度
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
す
で
に
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し
込

み
を
し
て
い
る
か
た
で
も
、
年
金
天
引
き

中
止
の
お
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
か
た

は
、
年
金
天
引
き
が
優
先
さ
れ
ま
す

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会

保
険
料
控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払

っ
た
か
た
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
市
・
県
民
税

が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な
ど
か
ら
、
口
座

振
替
へ
の
変
更
が
認
め
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す


